第○条　従業員は、会社が秘密として管理する以下の事項に関する「営業秘密」を第三者に漏洩し、開示してはならない。

　　　　①　製造技術、設計に関する事項

　　　　②　営業企画、顧客開拓に関する事項

　　　　③　顧客管理に関する事項

　　　　④　財務・経営に関する事項

第○条　従業員は、在職中および退職後２年間、前条に定める情報に関し、秘密を保持し、当該情報を自己または第三者のために不正に使用しないものとする。

第○条　従業員が在職中、前二条に違反して会社の秘密を漏洩、開示、使用した場合は別に定める懲戒処分を受けるものとする。また、在職中と退職後とを問わず、前二条に反する場合は、従業員はその行為により会社に生じた損害を賠償しなければなない。

第○条　従業員は、退職において、営業秘密を記載した文書及び情報を記録した媒体物を会社に返還しなければならない。
